
様　式　イ

平 成 20 年 度 第 ２ 次 新 ま ち づ く り 計 画 事 業 進 行 調 書 （ そ の １ ）

計画体系ｺｰﾄﾞ 4-1-4 5-4-2 事業名 国際園芸博覧会構想の検討

担 当 市民まちづくり局企画部企画課　池上　℡211-2192

全　　体　　計　　画

事

業

内

容

　国際園芸博覧会（花博）について、テーマ・コンセプト、開催
候補地、概算費用及び波及効果、開催時期等を中心とした基
礎調査を実施し、開催誘致の是非を検討する。
また、基礎調査の結果を踏まえて市民の意向を把握し、開催誘
致の是非を決定する。
（開催誘致を決定した場合）
国際園芸家協会（ＡＩＰＨ）における誘致表明、庁内組織・推進
組織の設立、基本構想策定等を行う。

＜年 度 別 の 事 業 内 容＞
《19年度》　基礎調査、庁内検討会議
《20年度》　市民意向の把握、誘致の是非を検討
（開催誘致を決定した場合）
　　　　　　　庁内推進組織の設置、ＡＩＰＨ・国等関係機関との調
整
《21年度》　庁内準備組織の設置、ＡＩＰＨでの誘致表明、
　　　　　　　経済界・有識者・行政による推進組織の設置、
　　　　　　　基本構想策定開始
《22年度》　ＡＩＰＨの承認、実施組織の設立準備、基本構想策
定

事

業
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容

・

量

・

場

所

･

規

模

・

件

数

等

平 成 19 年 度 事 業 内 容 （ 決 算 ） 平 成 20 年 度 事 業 内 容 　（ 予 算 ）
　国際園芸博覧会（花博）構想について、その開催の是非を検
討するため、今年度は下記の項目を中心とした基礎調査を実
施する。また、有識者を含めた庁内検討会議を実施した。
　・テーマ・コンセプトの検討
　・開催候補地の検討
　・概算費用及び波及効果の検討（跡地利用を含む）
　・開催時期の検討

　国際園芸博覧会（花博）構想について、19年度に実施した基
礎調査及び検討委員会の検討結果を踏まえ、市民アンケート
調査を実施して市民の意向を把握し、その上で開催誘致の是
非を決定する。

達　成　目　標　の　状　況

項　　　　　　目
18年度末
(現　　状)

19年度末
(実　　績)

20年度末
(予　　定)

21年度末
(予　　定)

22年度末
(予　　定)

22年度末
(目　　標)

開催誘致の是非決定 - - 決定
決定

（20年度）

■市民との連携、市民参加

■企業等との連携・協働
　 [資金協力]
　 [人材協力]博覧会開催に係る基礎調査・研究等を札幌市立大学に委託した。
　 [情報協力]
　 [その他の協力]

■市民・企業等が参加しやすい環境づくり

市 民 ・ 企 業 等 と の 協 働 の 状 況 （ 市 民 ・ 企 業 等 の 参 加 、 支 援 、 協 力 の 状 況 ）



様　式　イ

平 成 20 年 度 第 ２ 次 新 ま ち づ く り 計 画 事 業 進 行 調 書 （ そ の ２ ） （単位：千円）

事業名 国際園芸博覧会構想の検討

評    価　（　成　果　） 課    題

計画体系ｺｰﾄﾞ 4-1-4 5-4-2

　博覧会開催に係る基礎調査・研究報告書が作成された。 　誘致の是非を判断するには、イベント開催に要する費用対効果
がひとつの判断材料となるが、自然環境保全の市民意識向上等、
定性的な価値も視野に入れる必要があることから、開催後の札幌
に何が残り、どのような新たな価値が創造されるかの仮説検証が
課題となる。

今   後   の   事  業  の  予  定  ・ 方  向
　19年度の基礎調査の結果をふまえて、市民意識の把握を行い、その上で本市の方針を決定する。誘致を進める決定をした場合は、
国際園芸家協会等との調整を進めるとともに、経済界、有識者、行政による支援・推進組織の立上げを図る。また、庁内の検討組織を
拡大し、(財)（仮称）さっぽろ国際園芸博覧会協会の設立に向けた作業を進める。併せて、基本構想を策定し、インフラ整備計画、交
通輸送計画、事業運営計画、広報計画、植栽計画等の策定、調整作業を進めていく。さらに、諸外国、国、自治体、企業への出展要
請及び各種営業活動を展開する。

事　　業　　費　　の　　推　　移
項  目 19年度 20年度 21年度 22年度 計

0計　画

事 業 費

財
源
内
訳

国 ･ 道 支 出 金
市 債

5,000 7,000 0 0

予　算

事 業 費
一 般 財 源
そ の 他

0

9,500
財
源
内
訳

国 ･ 道 支 出 金
市 債
そ の 他

5,000 4,500 － －

0

一 般 財 源

国 ･ 道 支 出 金

5,000 4,500
事 業 費

市 債
そ の 他

0
0

《全体》

[19年度]

[20年度]

計　画　と　の　差　異  (　予　算　・　事　業　内　容　・　規　模　・　時　期　等　)

一 般 財 源

0
0

12,000
0 0 0 0 0
0 0 0 0

0
5,000 7,000 0 0 12,000

0 0 0 0

0
0 0 0
0 0

0 0
9,500

3,969 － － － 3,969

0
3,969

事　業　費　の　進　捗　率 　（19年度実績事業費＋20年度予算事業費） ／ （計画事業費） 70.6%
3,969

実　績
財
源
内
訳


